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宇治市みらいキャンパス
最終発表会

Group① Ulinx

（上田桃加 浦谷直樹 佐々木翔真）



自己紹介
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上田 桃加

浦谷 直樹

佐々木 翔真
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取り組みたい課題



取り組みたい課題
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宇治市の現状



取り組みたい課題
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宮城 遼 さん （宗教法人平等院 執事）

「平等院周辺に観光客が集中しすぎている」



取り組みたい課題
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飲食店の混雑

道の混雑、騒音

他地域が発展しない



取り組みたい課題
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平等院周辺の
オーバーツーリズム
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解決するためのアイデア



解決するためのアイデア
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他の地域の魅力を発信
▼

観光地の選択肢を増やす
▼

オーバーツーリズム改善



解決するためのアイデア
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小倉の魅力を発信
▼

小倉魅力MAP作成
▼

Webページに掲載



解決するためのアイデア
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「なぜ小倉？」



解決するためのアイデア
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平等院周辺の飲食店

炭焼き肉と京の野菜 Nicoさん

「中宇治地域よりも小倉地域の方が
注目するべきじゃない？」



解決するためのアイデア
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小倉地域の現状



解決するためのアイデア
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商店街の取り壊し

魅力発信サイトがない



解決するためのアイデア
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MAPについて

9/3 ワークショップ開催



解決するためのアイデア
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MAPについて

①3グループに分かれて小倉の街を歩く

②小倉の魅力を高校生の視点から再発見

③魅力的なキャッチコピーと説明文を添えて小倉紹介

④Webサイトに掲載

インタビュー



解決するためのアイデア
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私たちの企画の魅力



私たちの企画の魅力
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私たちの中で
一番大事なポリシー



私たちの企画の魅力
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人との繋がりを

めっちゃ大切にすること



私たちの企画の魅力
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参加者－参加者

参加者－小倉の人
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検証結果



検証結果
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①小倉町の活性化

→住民の人の声(若い人が来てうれしい)

②出会いの場の提供

→参加者の声(知らない人との会話が楽しい)
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プロトタイプでの学び



プロトタイプでの学び
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シャッター街が多い

田んぼのある静かな町

JRの駅がガラガラ

商店街が廃れている

高校生が考える
小倉のイメージ



プロトタイプでの学び
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駅から徒歩圏内のアクセス

地域の人と仲良くなりやすい

のどかな田んぼの風景

アットホームな雰囲気

参加者の感じた
小倉の魅力



プロトタイプでの学び
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• 昼に空いている店が少ないので、昼の観光人口が少ない

• 小倉で働いている人たちがみんな小倉に詳しい
＋もっと小倉を知って欲しいという思いがある

• シャッター商店街が街を廃れた印象に

• 日中と夜の小倉はそれぞれ異なる魅力があるかもしれない



将来の展望
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ターゲット：私たちの親世代(40~50代)

宇治市周辺・京都府内在住の人



将来の展望
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既に視聴者を一定数獲得している情報共有サイト
（京都府内の人のアクセスが多いもの）

に掲載していただく



将来の展望
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協同して情報発信



将来の展望
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Webページの宣伝を兼ねて、
Instagramに店紹介を投稿する

40代〜50代の
Instagram利用者も多い

若者にも知ってもらう
きっかけづくり



フィードバックが欲しいポイント
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• どのようなコンセプトの魅力発信が
 親世代に刺さるのか

• 宇治や京都の情報発信しているサイトの紹介

• 小倉の魅力を伝えるための街歩きの最適な時間帯は？
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